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現行の「環境研究・環境技術開発の推進戦略」の概要

〇環境基本計画や科学技術・イノベーション基本計画等の環境を取り巻く現下の政策や社会の動向等を踏まえ、環境分野
 の研究・技術開発の方向性を示すもの。

〇今後５年程度の間で重点的に取り組むべき研究・技術開発の課題を設定し、科学的知見に基づく政策決定、統合的な
 課題解決の基盤となる研究・開発、最先端の科学技術等の開発・実証と社会実装を推進する方策を提示。

環境研究・環境技術開発の推進戦略（令和６年８月環境大臣決定）

「ウェルビーイング/高い生活の質」につながる経済社会システムの実現
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現行の「環境研究・環境技術開発の推進戦略」の位置付けと策定後の変化

科学技術・イノベーション基本計画の改訂
（令和８年3月）

赤枠:策定後の変化
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第７期科学技術・イノベーション基本計画の概要

第7期科学技術・イノベーション基本計画 概要（内閣府）より抜粋
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「環境研究・環境技術開発の推進戦略」の改訂について

１．第122回総合政策部会（本日）

２．第26回環境研究・技術開発推進戦略専門委員会（令和８年12月頃）

３．第27回環境研究・技術開発推進戦略専門委員会（令和９年１月頃）

４．総合政策部会（令和９年２月頃）

・ 「環境研究・環境技術開発の推進戦略」の改訂に係る諮問・附議について

・ 推進戦略（素案）について

・ 推進戦略（案）について

・ 推進戦略（案）を答申案とすることについて

〇本年３月に新たに策定された第７期科学技術イノベーション基本計画（令和８年３月27日閣議決定。以下「科技基本

 計画」。）では研究成果や技術シーズの徹底した社会実装や研究セキュリティの確保等の重要性を強調。
〇現行の推進戦略（令和６年８月23日環境大臣決定）は、策定から約２年が経過したところであるが、新たに示された
 政府全体の科学技術・イノベーション政策の方向性を適時適切に環境分野における研究・技術開発に反映していく
 観点から、今般、科技基本計画等の内容を踏まえて推進戦略を見直す必要がある。

 第六次環境基本計画（令和６年５月21日閣議決定）との整合は保ちつつ、科学技術・イノベーション
基本計画において新たに掲げられた観点を踏まえ、環境分野の研究・技術開発の在り方を整理する。

 総合政策部会に設置されている「環境研究・技術開発推進戦略専門委員会」において検討いただき、
令和8年度内に改訂案を取りまとめていただく。


